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社会学の書物ではあるが,地 理学のフィール ドワ

ーク論としても模範となる刺激的な内容なので,詳

細に紹介 してみたい.著 者石原 俊は地域 ・歴史 ・

法社会学を専門とし,本 書は京都大学に提出した学

位論文を骨子とする.

本書の構成は次の10章 からなっている.

第1章 移動民の占領経験 「カナカ系の人,ケ

テさん」のライフヒス トリーから,第2章 移動民

の島々と帝国一 本書の理論的視座,第3章 移動

民の島々の生成 と発展一 小笠原諸島をめぐる実

践 ・法 ・暴力(1826-1860年 代),第4章 水兵た

ちと島人たち,あ るいは法と暴力の系譜学-沖 縄

島におけるペリー艦隊の衝撃を焦点に(1853-1854),

第5章 移動民と文明国のはざまから ジョン万

次郎と船乗りの島々(1841-1864),第6章 海賊か

ら帝 国へ-占 領への道程(1869-1886),第7章

主権的な法 と越境する生-「 帰化人」をめぐる自

律的な交通(1877-1920年 代),第8章 自由の帝

国の臨界-小 笠原諸島と 「南洋」の系譜学(1853

-1910) ,第9章 生 き延びるたあのたたかい-

「帰化人」をめぐる動員 とテロル(1877-1945),第

10章 終 わらない占領経験-小 笠原諸島の 〈戦

後〉をめぐって(1945-).

一般 の書物と異なり,本 書の構成で,第1章 にい

きなり占領経験談が紹介され,第2章 で理論的視座

が書かれている.逆 ではないかと思 った.し か し,

そ こには著者 の次のよ うな考 えがあ った.「 この

島々の近代経験を考える際,な ぜ移動民の生 と市

場 ・国家 ・法などの関係,と りわけ移動民と国家の

「緊張」関係に照準するべきなのかという問題を,

語 りという具体的な素材の検討を通 して内在的に浮

かび上がらせる作業が必要だと考える」.

語 りと対話にインパクトがあるのは具体性を有 し

ているからである.「 あなたは金貨,私 はお札」と

は民俗学者瀬川清子が1931年 にケテさんを評 した

言葉である.著 者はこうした対話,語 りを随所に引

用 しつつ,日 本国家と辺境の島との力関係を読み解

いていくのである.

著者は 「理論的な問題に関心の無い読者 は,第1

章 を読んだ後,第2章 を飛ばして …」 と控えめに

言うが,ぜ ひ第2章 を精読 して欲 しい.難 解な諸業

績を如何に自分の論文に取 り入れていくかというヒ

ントが隠されているか らである.

第3章 か ら具体的な入植者たちの話になっていく.

一体誰が最初に小笠原諸島に来たのであろうか.

1830年 にハワイ諸島などからの移民団が,家 畜や

種子などを携えて小笠原諸島の父島に上陸 し,入 植

を開始 した.以 後,イ ギリス,ロ シア,ス ペインな

どの船が立ち寄っている.そ の多 くは商船や捕鯨船

である.当 時鎖国であった日本の直 ぐ南の海に世界

中の船が頻繁に航海 していたことに驚かされる.近

年日本に対 して捕鯨規制が強 く働き掛けられている

が,捕 鯨 していたのはあなた達だと逆襲 したくなる.

最 初に入植 した人々は一体何を食べていたのであ

ろうか.あ るいは,入 植者ほか逃亡者,漂 流民,略

奪者などさまざまな後続移住者が島に入ってくる.

前住者との抗争があったはずである.い かに対処さ

れてい ったのであろうか.こ うした問に第3章 は

次々と具体的に解答を出して くれる.著 者は彼 らを

称して 「船上や島々のローカルな法の間をわたりあ

るきなが ら,移 動民 として生 き抜いていたのであ

る」と力強さを前面に出し肯定的にとらえている.

ところが評者には移動民の大半は 「生き抜いて」で

はなく 「生き血を抜かれ続け」ととらえざるを得な

いように感 じられた.

第4章,ペ リーといえば,あ のペリーである.1853

年 に黒船で日本に来航 した.浦 賀に来て開港をせま

ったことくらいの知識 しかなかったが,沖 縄にも来

ていた.ア メリカの世界標準を持ち込 もうとしたペ

リー,そ うさせまいとする琉球王府,両 者に翻弄さ

れつつ もしたたかに対応する住民,こ の3者 のから

みが興味深い.

第5章,い よいよ,ジ ョン万次郎の登場か.と は

いうものの,評 者は,恥 ずかしながら,ジ ョン万次

郎にっいて,名 前 しか知 らない.お およそ歴史上の

人物について,そ のライフコースをおぼろげながら

語れるのは100人 に1人 くらいしかいない.ジ ョン

万次郎は語れない99人 の方に入る.本 書に触れて,

彼 がアメ リカの東海岸で3年 間勉強したこと,捕 鯨
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船員であったことを初あて知った.本 章は,小 笠原

諸島における万次郎を焦点として,彼 の実践とそれ

をめぐる歴史的・社会的状況を描き出しなが ら,海

と島々に生 きる移動民の生と日本という文明国=帝

1国 の特異な関係をとらえるための新視点を拓 くこと

に成功 している.

第6章,こ の章では海賊が主役である.そ してベ

ンジャミン・ピーズが鍵であり,外 国人から帰化人

への道程が示される.ピ ーズはかなりの海賊である.

毒 を盛 った相手は歯を失 った.ピ ーズはかなりの悪

党である.奴 隷,召 使い,女 の交易や調達にたずさ

わった.「 ピーズをめ ぐる諸実践において,経 済活

動は騙 し奪い取る暴力 と連続 した位相で展開してい

たのである」(p.225).し か しながら,小 笠原を開

発 していったのも彼である.ロ ーカルな法体系の中

ではあるが,彼 の土地である.ゆ えに明治政府は手

を焼 くのであるが,そ の間のやりとりが詳細に述べ

られている.

第7章,こ の章では交通が 「帰化人」にいかなる

影響を与えているかが議論される.い いかえると,

日本帝国による小笠原諸島の占領が進展 してい く過

程で,「外国人」,「帰化人」が,従 来か ら培ってき

た自律的な社会的 ・経済的実践をどのように組み替

えていったのかが議論される.ま た,日 本帝国の力

が強 くなれば外国人,帰 化人は居心地が悪くなるで

あろう.彼 らが培 ってきた自律的な交通のあり方が

どのように切 り縮められていったのかが考察される.

第8章 は,前 章までで語 られてきた小笠原諸島,

一部 沖縄島の移住民の動向とその研究意義を,よ り

大 きな枠組で位置づける試みである.日 本帝国の

「南進論」という枠組で.そ の結論 として,私 には

意外であったが,次 のようにまとめ られている.

「世紀転換期の 「南洋』開発にかかわる言説や実践

において最 も重視 されていたのは 「自由貿易」を基

調 とする殖民や交易の拡大であり,小 笠原 ・硫黄島

諸島より南への日本帝国の領土的拡張は副次的な課

題 にすぎなかったのである」(p.320).日 本 帝国の

南洋進出,領 土拡張は副次的であったのか.

第9章,そ うか,こ の本はケテさんの語 りから始

まったのだ,と 思い出させる章である.

冒頭に,「1931年,父 島を訪れた瀬川清子に 『南

方のカナカ系の人,ケ テさん』が語 った次の言葉を,

ここでもう一度引用 しよう」とある.著 者がこの語

りを2度 も引用 しているということは,そ れが本書

の最重要文であることに間違いない.小 笠原諸島が

本格的な空襲を受けた1944年 か ら13年 も前に,ケ

テさんにとって島が戦場になるとい う想像は,「異

人」 と名指されて自分がテロルの標的になる状況や,

「日本人」と名指 されて自分の夫や子 どもたちがテ

ロルに遭 う状況を,た だちに予感 させた.そ のこと

に素直に感 じ深 く解釈する中で,著 者は本書の構想

を思いついたのだと推察する.

第10章 で は,本 書の最後 として,日 本帝国の降

伏後の小笠原諸島がアメリカ合衆国の施政権下に置

かれ,そ の後日本国に編入されていく過程で,か つ

て 「帰化人」と呼ばれた人びとが主権的な力に翻弄

されなが らどのように生き抜いていったのかが述べ

られている.

この本の体裁上の特色は,本 文中に,簡 単な人口

推移の表を除いて,図 表が1枚 も無いことであるい

図表に満ちあふれた地理の書物を見慣れてい る評者

にとって,奇 異な感 じが しつつ も新鮮であった.そ

れでいて情景が目に浮かぶので,そ れは著者の筆力

が優れているか らであろう.私 自身 も含めてである

が,地 理学専攻生 も図表なし論文に挑戦 してみたら

いかがであろうか.発 表する際も,パ ワーポイント

な し,レ ジュメなし,語 りのみで勝負 というのも歓

迎 したい.

思 いが少 し横にそれたが,図 表が本文中に1枚 も

無いがゆえに,各 章 タイ トルページの裏面にのせら

れている写真,記 事が印象深い.第10章 は 「村に

なった小笠原」(毎 日新聞1968.7.16).虫 メ ガネ

でこの記事を読んでみた.異 性,結 婚相手を求める

のは同 じで も,男 女 の反応 がまるで違 っていた.

「青年たちが割切 った気持 ちで 日本復帰を喜んで,

日本語の勉強にも身を入れているのに対し,女 の子

の心は微妙に揺れ動い てい る.島 にいたネービーと

の別離は,キ スとホオずりで,ア メリカ映画でも見

ているようだった」… 「日本復帰がそれほどうれ

しいとは思わないのに,返 還前後には笑顔を強要さ

れ,日 の丸の旗を持って芝生を走らされた」なかな

か興味深い記事であった.

いっ生まれたか,幼 いときにいかなる環境に育っ

たか,こ れは 「ライフコース」研究にとっても,評

者の 「地域環境史」研究にとってもかなり重要な思

考事項であると思った.そ こに男性と女性の違いが

加わる.ス テイッに恋いこがれる女こころ,わ から

ないでもない.
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「近代日本と小笠原諸島』,真 剣に読んだら真剣な

答えが返ってきた.そ んな書物であった.

(溝口常俊)
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